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四 年制大 学進学希望 の 内実

一 3 時点調 査 に よ る 変化
一

坂 野　誠 （同志 社 大 学大 学院）

は じめ に

　本研 究の 目的 は 、　 「高 校生 の 進 路 と生 活

に 関す る調 査 」 と名 を うっ て 、 1981 年 、

1997 年 、2011 年 と 3 回 にわ た っ て実 施 し

て きた 高校 3 年 生 に対 す る質 問票 調 査 を

も とに して 、こ の 30 年 間の 高校 生 の 変化

を、進 路選 択意識 な らび に学校 生活意 識や

社会意識 の 変化 か ら明 らか にす る こ と で あ

る 。

調査 の 概要

　 近畿圏 の ある県に お け る高校 3 年 生 に 学

校 単位で 1 学期終盤 に 質問 票 調 査 を した 。

1981 年 は 18 校 、1997 年 は 13 校 、 2011

年 は 17 校 で の べ 48 校 、そ の うち 9 校 は 3

時 点共通 で ある 。

分析の 視角

　進 路状況 と教 育課程 の 違 い か ら、高等 学

校 は 階層構 造 を な し て い る と され て き た。

教 育社会 学で は 、高等 学校 の 階層構 造 を ト

ラ ッ キ ン グ と と ら え た 研 究 が 数多 く積み 重

ね られ て い る。 こ れ ら の 研 究や 議論 は 、高

校 間の 階層 構造 が 「社 会 的 ・教育 的 トラ ッ

キ ン グ」 （藤 田 1980 ）の 重 要 な
一

環 と して 、

人 々 をそれ ぞれ の 地位 に 振 り分 け る機 能 を

果た し て い る こ と を描 き 出す もの で あ っ た。

こ の 30 年 で 高校 生 の 進 路状 況 は流動 的 で

ある 。

一
番 大 き い 変化 は 四年 制大 学 へ の 進

学率 の 上 昇 で あ る 。 四年 制大 学進 学を基 に

した トラ ッ クは変 容 した の か 。進 路希望 の

デー タか ら分析 して み る。

　 また、 トラ ッ キ ン グ研 究 か らは 、 トラ ッ

ク に よ っ て 学校 文 化 が 異 な る こ と も明 らか

に され て い る 。学 校文化 が異 なれ ば 、そ こ

で 生 活 す る高校 生 の 将来 に対 す る 意識 も異

なる こ とが 予想 され る。30 年 の 高校 生 の 進

路選 択行動 の 変化 を トラ ッ ク を通 して 分析

す る 。ま た 、進 路希 望 の 中で
一

番 大 き な割

合 を 占め て い る は 四年 制大学 進学希 望 で あ

る の で 四年 制 大 学進 学希 望 を 中心 に 分析す

る。以後 、四年制 大 学進 学希 望 を 四 大希 望

とす る。 しか し、四 大希望 で 作 っ た トラ ッ

ク は 、各年 度に 於 い て 、男 女比 が 大 き く異

な る 。 男 女比 は 、各 トラ ッ ク ともに 平準化

し て い く 。
3 時点 で 四 大希 望 の 変 化 の 様 相

が特 徴的 な の は 、普 通 科 C と専門校 で あ る。

どち らも女子 生徒 の 伸 び が大 きい 。
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四大 希望 の 規定要因

　生徒が 卒業後の 進路 を決 定 する とき 、考

慮す る の は 、 まず は家庭状況 、高校 生活 の

状況 、四年 制大 学 に 対 す る意 識、職 業 に 関

す る意識 、が 考 え られ る。四 大希 望の 規 定

要 因 を分析 す べ く 二 項 ロ ジ ス テ ッ ク回 帰分

析 を行 っ た。従 属変数 は 、四 大希 望 。共 変

量 に 、父 母 学歴 、家庭 の 経 済状況 、高校 の

成績 、向学校指数 、学歴意識 、職 業 に対 す

る意識 を 投入 した 。

　 30 年 間で 、高校 生 の 四年 制大学 へ の 進 学

希 望 を規定す る要 因 は 変化 した の か 。 そ の

中で 変化 しな い 要 因 と変化 し た 要 因 を考察

す る。

　 3 時 点で 変化 し て い ない 要 因 ： 父 が 四大

以 上 卒で あ り母 が 短 大以 上 卒で あ る こ とは

有 意 で あ る。そ し て 家計状 況 も有 意 な影 響

を 与 えて い る 。 向 学校指数 と高校の 成績 は

3 時点 と も有意 で あ る 。家庭 の 状 況 と学校

生 活 の 影 響 は 3 時点変 わ らない 。高学歴 な

親 を持 ち学校 へ の コ ミ ッ トメ ン トの 高い 生

徒が 進学 希望 し て い る 。

　 3 時点で 変化 した 要 因 ： 学歴社 会 へ の 意

識 や職 業に 関 す る 意識 は 、 各 時代 の 世 間 の

影 響 を受 け て 変化 して い る。そ れ が 、四 年

制 大学希 望 の 要 因に もつ な が っ て い る。 四

年 制 大学 へ の 進学 率が上 昇す る 中で 、高校

生 は逆 に 四年制 大学 の メ リ ッ トを十 分感 じ

て 進学 を希 望 し て い るわ けで はない こ と が

分 か る ， ま た 、 1981 で は
一

生 の 仕 事を 早 く

見 つ け、そ れ を生 き甲斐 と し て い く勤 勉的

な職 業観 が進 学希 望 へ と結び つ い て い る が、

そ の 後 の 調 査 で は そ れ が 崩れ て き て い る 。

（トラ ッ ク 間の 相違）

　 普通科 A 以 外 は 3 時点 と も、高校 の 成績

が 有意 で あ る 。 そ して 専門校 で は 3 時点 と

も父 学歴 が 有意 で ある。普通 科 A で は父 学

歴 は ど の 時点 で も有意 に な らな い
。 トラ ッ

ク ごと の 分 析 で は 、母 学歴 は 、ほ とん ど有

意 に な らない 。家計状況 は 1981 の 普通科

C と 2011 の 普 通科 B と普通 科 A で 有意 で

あ る。全 体 で 分析 した ときに は 3 時点 とも

有 意 で あ っ た 向学校 指 数 は 、普通 科 C の

1997 と 2011 そ して 普通 科 A の 2011 だけ

で あ る 。 トラ ッ ク に よ っ て は学校 へ の コ ミ

ッ トメ ン トが 必ず し も進 学希 望 に結 び つ か

ない 。

（男 女間の 相違）

3 時点 で 男女 に 差 が あ る の は 、学歴 意識 と

職業 に 関す る意識 で あ る 。 進 学希望 へ の 影

響 の 仕方 は違 う。

さい ご に

　高校生 の 進 路選 択 行 動 は 如何 に し て 行 わ

れ て い る か 。高校 生 活 で 培 っ た もの を最 大

限に 発揮 して 、合 理 的 な選 択 として な され

て い るか 。大 学 へ の 進 学率 の 増加 の 中、高

等学校が 小学校か ら 中学校 へ の エ ス カ レ
ー

タの 延長 と し て 組 み込 まれ 、 さらに大 学ま

で も が そ の エ ス カ レ
ー

タ に組 み 込 まれ よ う

と し て い る。大学進 学 の 規 定要 因 に 生 徒 の

属性 （家 庭環境 ） が 強 くな る こ とは 、そ の

現象 を 下支え し て い る よ うに思 わ れ る 。 そ

こ で は 、 各教育過 程 にお け る 目標 や成果 が

変質 し、ある教育課程 か ら次 の 教育課 程 へ

と移 る 際 、 選 択 に 対する覚悟や 責任 を 希薄

化 させ て い る よ うに 思 われ る 。
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